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第４３回全国少年柔道大会山口県予選会の新型コロナウイルス感染症対策について 

 
当協会の事業については、平素から格別の御協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

さて、標記新型コロナウイルス感染症対策のため、下記に御協力をいただきますようお願

いします。 

なお、提出書類について、お手数をおかけしますが必要部数を印刷し、作成されるようお

願いいたしします。 

記      

1  試合会場への入場者の制限 

次の人数に限ります。 

（１）選手 

（２）選手のチームの監督・コーチ(合せて２名※以内) ※帯同委審判員は除きます。 

（３）選手の家族等(１名以内) 兄弟姉妹を含めて１家族とします。（保護者で幼児等の保護

が必要な場合は事務局に相談してください。） 

＊これらについては事前に別紙「健康状態申告書」の提出を試合当日にお願いします。 

2  入場者（監督・コーチ・選手・役員・家族・審判員・係員）の対応 

（１）当日受付で、大会７日前以降および当日朝、体温を計測した結果を記録した別紙「健

康状態申告書 (監督・コーチ・選手・役員・審判員・係員用)」を提出してください。（チ

ーム関係者はチームでまとめて提出してください。） 

（２）次の項目に該当する場合は会場への入場を不可とします。 

①発熱(37.5°C 以上) 

②体調がよくない場合 

③同居家族や身近な知人に感染症が疑われる場合 

④過去１０日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域        

 等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合 

（３）マスク着用(選手は、競技中・ウォーミングアップ以外はマスクを着用) 

（４）大声での応援、指示は禁止します。 

※試合中(すべての間)の大声での指示・指導等の禁止とし、審判員に注意と退場の権限が

あります。１回目注意、２回目退場とします。 

（５）こまめに手洗い、消毒を実施してください（特に、選手は試合前後の確実な趣旨の消

毒を行い、目や口等の粘膜を指で触れないようにして下さい）。 

（６）会場では密を避けるため、待機場所等への移動等のお願い等の放送を行う場合もある

ので指示に従ってください。 

（７）大会終了後１０日以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、山口県柔道協 

会永冨明彦専務理事(電話：090-7130-0267)に報告し、濃厚接触者の情報等の提供等感染

拡大防止対応に御協力をお願いします。 



別紙

区分

氏名

□　あり □　なし

□　あり □　なし

□　あり □　なし

□　あり □　なし

□　あり □　なし

□　あり □　なし

□　あり □　なし

□　あり □　なし

チェックがすべて「なし」である方が、入場できます。

提出されたこの申告書は、目的以外に使用いたしません。また、大会後は事務局で保管し、1ヶ月
後に責任をもって破棄します。

チーム名

チェック

咳（せき）、のどの痛みなど風邪の症状

だるさ（倦怠感）、息苦しさ（呼吸困難）

嗅覚や味覚の異常

体が重く感じる、疲れやすい等

新型コロナウイルス感染症陽性とされた者との濃厚接触の有無

同居家族や身近な知人に感染が疑われる方が発生

過去１０日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされ
ている国、地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触

℃

　　　　〔健康状態申告書〕

大会当日の体温→

大会前7日間における以下の事項の有無

平熱を超える発熱（おおむね37度５分以上）

　
 【この申告書の提出先】

　　大会当日、各チームの責任者（監督）が取りまとめ、大会本部に提出してください。
　
【入場者の管理】
　チーム責任者（監督）が責任をもって、入場者を管理してください。申告書の提出のない人が入場した
場合、退場させるとともに、今後の大会において、厳正な対応をとることとします。
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